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の授業に出席 しない学生､大学の授業を見てこれではあまり役に立たないと判断して､大学に出てこ な いで他に知的
刺激を求める学生の方が､正 しい大学生活をしてるんじゃないかとすら､考えられると恩うんです ｡ 基 本的に人間的
教養につながるような教育をするとなると､この京都大学高等教育教授システム開発センターが出 さ れ た紀要の創刊




一度､大学は何なんだと､大学と高等学校の仕事の sharing (シェアリング)はどういうふ うになるべきかという
ことも､考えてゆく必要があると思いますO様々な理由で､大学に入学 した学生がある一定のレベルに達 しないと､
それに追いっ くようないろいろな手段を講 じる､ レメディアル教育がなされる｡ レメディアルの教育､つまり落ちこ
ぼれる者を救済するようなかたちの教育を大学がやりだすと､今度は日本の高等学校が空洞化するのではないかと思
います｡ウイリアム ･カ ミングスが私どものセンターの同僚に言ったそうですけれども､アメリカの教育制度という
のは-イ ･スクールさえなかったら本当にいい制度だと｡ つまり､だるま落としみたいにまん中をぽんと抜ける可能
性がある｡一般教養教育というのはそのような教育制度全体の問題を中に含めていると､私は思っております｡
私の本日の役割は大学の教養教育についていろいろな切り口を提示することだそうですから､このあたりで終わら
せていただきます｡
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